
応急仮設木造住宅建設のための 
協力者名簿登録のお願い

まさかの時に、あなたの手、技を求めている人たちのために！
富山県は地震・洪水など災害の少ない県と言われていますが、昨
今他県においては想定外の災害が発生し、多くの人々が被災して厳
しい避難生活をおくられたことは記憶に新しいところです。そんな時、私
たちの仲間（建築大工）が立ち上がって応急仮設木造住宅建設に
協力し、地域住民や行政から高い評価を得ました。わが富山県でも緊
急時に円滑な協力体制がとれるよう、協力者名簿の登録をお願いい
たします。
詳しくは、別途配布の依頼文書とパンフレットをご覧ください。

松田会長による決議案提案

丸田副中央執行委員長の退任挨拶

▲▲定期大会に参加した県連役員

▲▶表彰された▲
中﨑光男副会長

野上議員の鈴木秘書に要請書
を提出

田畑議員に要請書を提出

今
年
度
の
全
建
総
連
定
期
大
会
は
、

10
月
25
日（
水
）～
27
日（
金
）、
北
海

道
札
幌
市
「
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー
ル
」

を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
全

国
53
県
連
・
組
合
か
ら
約
１
，４
５

０
人
が
結
集
、
富
山
県
連
と
国
保
か

ら
は
松
田
県
連
会
長
は
じ
め
役
職
員

11
名
が
参
加
し
た
。

大
会
は
定
刻
に
始
ま
り
、
三
浦
一

男
中
央
執
行
委
員
長
が
開
会
挨
拶
で
、

「
組
織
増
勢
の
力
で
賃
金
、
労
働
条

件
を
改
善
し
、
若
者
に
魅
了
あ
る
建

設
産
業
に
し
よ
う
」
と
今
年
度
の
取

全
建
総
連
は
、
建
設
国
保
に
対
す

る
現
行
水
準
の
確
保
を
は
じ
め
と
し

た
諸
要
求
を
来
年
度
予
算
に
盛
り
込

ま
せ
る
た
め
、
11
月
22
日
、
東
京
・

日
比
谷
公
園
音
楽
堂
で
「
賃
金
・
単

価
引
き
上
げ
、
予
算
要
求
中
央
総
決

起
大
会
」
を
開
催
し
た
。
大
会
に
は

全
国
49
県
連
・
組
合
か
ら
約
4
，０

０
０
人
の
仲
間
が
結
集
。
富
山
県
連

か
ら
は
松
田
県
連
会
長
、
丸
田
国
保

理
事
長
、
山
本
国
保
常
務
ら
5
名
が

参
加
。
主
催
者
を
代
表
し
て
吉
田
中

央
執
行
委
員
長
が
、
予
算
獲
得
に
向

今
秋 

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

藍
綬
褒
章 

石
井

　義
則 

氏
（
富
山
支
部
）

富
山
県
知
事
表
彰
（
厚
生
部
門
功
労
表
彰
）

 

今
井

　政
廣 

氏
（
砺
波
支
部
）

富
山
県
国
保
団
体
連
合
会
功
労
者
表
彰 

 

山
本

　光
雄 

氏
（
高
岡
支
部
）

富
山
県
建
築
功
労
賞 

箱
江

　良
一 

氏
（
高
岡
支
部
）

富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会
表
彰 

　
す
ぐ
れ
た
技
能
者 

飯
田

　政
浩 

氏
（
水
橋
支
部
）

　
　
　
〃 

木
下

　栄
俊 

氏
（
福
光
支
部
）

　
技
能
検
定
委
員
功
労
者 

木
屋

　英
樹 

氏
（
福
光
支
部
）

富
山
県
技
能
士
会
連
合
会
長
表
彰 

 

児
嶋

　武
志 

氏
（
戸
出
支
部
）

　
　
　
〃 

中
山
幸
三
郎 

氏
（
富
山
支
部
）

富
山
市
技
能
勤
労
者
表
彰 

石
川

　義
次 

氏
（
呉
羽
支
部
）

射
水
市
技
能
功
労
者
表
彰 

大
橋

　義
信 

氏
（
射
水
支
部
）

射
水
市
技
能
勤
労
者
表
彰 

當
目

　幸
治 

氏
（
新
湊
支
部
）

小
矢
部
市
技
能
者
表
彰 

穴
田

　哲
二 

氏
（
小
矢
部
支
部
）

組
み
姿
勢
を
表
明
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
、
各
政
党
の
来
賓

祝
辞
に
続
き
大
会
役
員
を
選
出
。
全

体
会
に
移
り
、
執
行
部
よ
り
57
期
の

経
過
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
58
期
の
運
動
方
針
、
予
算
案

が
提
案
さ
れ
、
白
熱
し
た
質
疑
応
答

が
な
さ
れ
た
。

大
会
2
日
目
は
、
専
門
部
ご
と
に

10
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
議
案
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
社
会

保
障
分
科
会
な
ど
7
分
科
会
に
分
か

れ
、
討
議
に
加
わ
っ
た
。

最
終
日
の
全
体
会
は
、
前
日
の
各

分
科
会
で
協
議
さ
れ
た
結
果
に
つ
い

て
部
会
代
表
が
発
表
し
、
部
会
ご
と

の
課
題
等
の
討
議
の
後
、
58
期
の
運

動
方
針
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
大
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
富
山

県
連
か
ら
は
中
﨑
光
男
副
会
長
が
表

彰
さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
が
行

わ
れ
新
中
央
執
行
委
員
長
と
し
て
吉

田
三
男
氏
（
建
設
埼
玉
）
が
選
任
さ

れ
る
と
も
に
、
本
県
か
ら
は
松
田
県

連
会
長
が
中
央
執
行
委
員
と
し
て
選

任
さ
れ
た
。
な
お
、
丸
田
和
重
副
中

央
執
行
委
員
長
（
現
国
保
理
事
長
）

は
2
年
の
任
期
を
終
了
し
、
こ
の
大

会
を
も
っ
て
退
任
し
た
。

全 建 総 連

第58回 定期大会を開催
＝若者に魅力ある建設業を目指し＝

予算確保に全力で
11.12 全建総連

中央総決起大会開催

け
た
さ
ら
な
る
取
組
み
強

化
、
団
結
強
化
を
訴
え
た
。

こ
の
大
会
と
並
行
し
、

各
県
の
代
表
に
よ
り
編
成

さ
れ
た
交
渉
団
が
関
係
省

庁
へ
の
交
渉
を
実
施
し
、

諸
要
求
実
現
を
強
く
訴
え

た
。大

会
は
、
勝
野
書
記
長

の
基
調
報
告
、
仲
間
の
決

意
表
明
と
続
き
、
本
県
松

田
県
連
会
長
に
よ
る
「
大

会
決
議
」
提
案
が
な
さ
れ
、

参
加
者
全
員
の
力
強
い
拍

手
で
採
択
後
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で

大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

総
決
起
大
会
の
あ
と
、
地
元
国
会

議
員
要
請
行
動
と
し
て
、
内
閣
官
房

副
長
官
・
野
上
浩
太
郎
参
議
院
議
員

と
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
・
田
畑
裕

明
衆
議
院
議
員
の
各
議
員
会
館
事
務

所
へ
出
向
き
、
野
上
事
務
所
で
は
鈴

木
秘
書
と
、
田
畑
事
務
所
で
は
田
畑

代
議
士
本
人
と
面
談
し
、
建
設
業
の

現
状
に
つ
い
て
、
ま
た
、
国
保
組
合

の
来
年
度
予
算
確
保
に
向
け
た
要
請

を
行
っ
た
。

平
成
29
年
12
月
8
日（
金
）午
後
2

時
15
分
よ
り
県
連
会
館
大
会
議
室
に

お
い
て
、
今
年
度
最
後
と
な
る
第
3

回
支
部
長
会
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
は
八
尾
の
境
支
部
長
を
議
長

と
し
て
34
人
の
支
部
長
が
出
席
の
も

と
開
催
さ
れ
、

⑴
平
成
29
年
度
各
委
員
会
事
業
経
過

報
告
・
中
間
決
算
報
告

⑵
平
成
30
年
度
各
委
員
会
事
業
計

画
・
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
報
告
・
協
議
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
12
月
22

第3回 支部長会を開催

日
開
催
の
下
期
評
議
員
会
に

諮
っ
た
後
、
来
年
2
月
5
日
開

催
予
定
の
定
期
総
会
に
お
い
て

議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
最
終

審
議
が
な
さ
れ
る
運
び
と
な
っ

て
い
る
。
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▲▲Ｗ邸（H17年竣工） ▲▲Ｍ邸（H19年竣工）▲
蔵風デザインの車庫

▲▲Ｎ邸（H28年竣工）

▲▲カンナ削りの技を競う▲
参加者達

▲▶最優秀賞を▲
受賞した島さん

▲▲見る人を魅了する▲
国宝阿修羅像

▲▲石舞台古墳
▲◀大化の改新で暗殺され、ここまで首が飛んだ
とされる蘇我入鹿首塚

東大寺大仏殿の前で

ら
親
方
が
い
る
泊
ま
で

自
転
車
で
通
っ
て
い
た
。

Ｑ　

修
業
時
代
の
仕
事

で
印
象
が
深
い
の
は
？

Ａ　

壁
練
り
の
作
業
が

思
い
出
深
い
。
土
に
藁

を
混
ぜ
た
土
壁
の
材
料
を
、
毎
日
毎

日
、
他
の
弟
子
達
と
と
も
に
直
に
足

で
踏
ん
で
こ
ね
て
い
た
も
の
だ
。
こ

れ
が
結
構
な
重
労
働
で
、
と
て
も
大

変
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
本
来

は
左
官
業
の
仕
事
で
あ
る
が
、
昔
は

は
っ
き
り
と
し
た
区
別
も
特
に
な
く
、

大
工
が
行
っ
て
い
た
。

そ
の
他
に
は
木
材
の
煮
沸
作
業
も

よ
く
し
て
い
た
。
煮
沸
し
た
後
乾
燥

さ
せ
る
こ
と
で
、
木
の
ク
セ
を
取
り

真
っ
直
ぐ
に
す
る
た
め
だ
が
、
か
ま

ど
に
火
を
焚
き
、
大
き
な
鍋
に
水
を

張
り
、
湯
を
沸
か
し
て
煮
沸
す
る
作

業
は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
。
現
在
で

は
専
門
業
者
が
機
械
で
一
気
に
乾
燥

さ
せ
る
た
め
楽
に
な
っ
た
が
、
昔
は

全
て
弟
子
達
の
仕
事
だ
っ
た
。

Ｑ　

修
業
後
は
す
ぐ
に
独
立
し
た
の

か
？

Ａ　

親
方
の
元
で
7
年
間
修
業
し
た

後
、
あ
る
工
務
店
に
入
っ
た
。
そ
の

後
、
親
戚
で
あ
る
田
中
工
務
所
へ
移

り
、
長
年
勤
め
あ
げ
た
。
そ
し
て
平

成
16
年
、
現
在
の
田
中
工
務
店
を
創

業
。
金
沢
の
建
築
専
門
学
校
を
卒
業

し
た
下
の
息
子
が
京
都
で
の
修
業
を

終
え
地
元
に
戻
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

一
緒
に
始
め
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

Ｑ　

親
子
三
代
続
く
大
工
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
？

Ａ　

私
の
実
家
に
は
父
の
弟
子
達
が

常
時
7
～
8
人
住
み
込
ん
で
お
り
、

小
さ
い
頃
か
ら
大
工
の
仕
事
に
親
し

ん
で
い
た
。
父
は
小
さ
い
も
の
か
ら

大
き
い
建
物
ま
で
幅
広
く
手
が
け
て

い
る
棟
梁
で
、
最
後
に
手
が
け
た
の

は
地
元
の
中
学
校
校
舎
（
現
在
は
廃

校
）
だ
っ
た
。

対
し
て
自
分
は
一
般
住
宅
建
築
や

リ
フ
ォ
ー
ム
が
中
心
。
や
は
り
水
ま

わ
り
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
多
い
。
ま
た

最
近
で
は
、
10
月
の
台
風
の
影
響
で

修
理
の
依
頼
が
と
て
も
多
く
、
非
常

と
や
ま
古
民
家
伝
統
情
報
バ
ン
ク

秋
の
視
察
研
修
会
レ
ポ
ー
ト

…
時
空
を
越
え
飛
鳥・天
平
文
化
に
感
動
…

11
月
16
日（
木
）～
17
日（
金
）、
19

名
が
参
加
し
て
奈
良
方
面
の
視
察
研

修
会
が
実
施
さ
れ
た
。

ま
ず
は
、
東
大
寺
と
大
仏
を
視
察
。

奈
良
時
代
中
期
に
天
下
泰
平
・
万
民

豊
楽
の
願
い
を
込
め
た
国
分
寺
と
し

て
聖
武
天
皇
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、

現
在
の
大
仏
殿
は
2
回
の
大
火
の
た

め
創
建
時
の
約
3
分
の
2
に
縮
小
し

再
建
さ
れ
た
も
の
。
そ
れ
で
も
木
造

建
築
物
と
し
て
世
界
一
の
規
模
で
あ

り
、
修
学
旅
行
以
来
と
い
う
参
加
者

は
、
4
、
50
年
ぶ
り
に
観
る
東
大
寺

の
姿
と
そ
の
存
在
感
に
圧
倒
さ
れ
る

と
と
も
に
、
時
の
流
れ
に
し
ば
し
感

慨
に
浸
っ
て
い
た
。

次
は
、
東
大
寺
近
く
の
法
相
宗
大

Ｑ　

な
ぜ
大
工
の
道
に
？

Ａ　

中
学
3
年
生
の
時
、
大
工
で
あ

る
父
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
後
を

継
ぐ
べ
く
こ
の
道
に
入
っ
た
。
当
時

は
車
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
中
学
卒

業
後
は
そ
の
関
係
で
大
阪
に
行
く
予

定
だ
っ
た
が
叶
わ
ず
、
大
工
の
修
業

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｑ　

誰
に
弟
子
入
り
し
た
の
か
？

Ａ　

親
方
で
あ
る
い
と
こ
に
弟
子
入

り
し
、
7
年
間
修
業
し
た
。
並
行
し

て
朝
日
町
職
業
訓
練
校
（
現
在
は
新

川
校
に
統
合
）
に
も
通
い
、
研
鑽
を

積
ん
だ
。
当
時
は
自
宅
が
あ
る
境
か

に
立
て
込
ん
で
い
た
。
今
よ
う
や
く

落
ち
着
い
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

息
子
は
京
都
で
宮
大
工
の
修
業
を

し
て
い
た
こ
と
で
、
細
か
な
細
工
の

仕
事
が
得
意
。
孫
3
人
の
机
や
家
具

な
ど
も
手
作
り
し
て
い
る
。

Ｑ　

大
工
に
と
っ
て
厳
し
い
情
勢
の

中
、
大
切
な
こ
と
は
？

Ａ　

昨
今
は
ホ
ー
ム
会
社
へ
の
発
注

が
多
く
、
単
価
は
安
く
な
る
一
方
。

個
人
経
営
の
大
工
に
と
っ
て
は
厳
し

い
世
の
中
だ
と
思
う
。
昔
か
ら
仲
間

同
士
で
仕
事
を
分
け
合
い
、
助
け

合
っ
て
き
た
も
の
だ
が
、
こ
う
し
た

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
、
こ
れ
か
ら

も
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。
地

元
に
は
腕
の
良
い
大
工
が
た
く
さ
ん

い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た

信
頼
関
係
も
大
切
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。

大工にとって地域との
つながりが一番大切

新川地協　朝日支部
田中　勉さん（75歳）

11
月
25
日（
土
）、
組
合
員
の
技
術

向
上
と
若
手
職
人
の
意
識
向
上
・
技

術
伝
達
を
目
的
と
し
て
、
第
4
回
鉋

削
り
親
睦
会
が
県
連
会
館
2
階
大
会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
6
名

の
申
込
み
に
対
し
参
加
者
は
4
名
と

少
数
精
鋭
の
会
と
な
っ
た
が
、
参
加

者
は
1
時
間
の
持
ち
時
間
で
杉
鴨
居

1
本
の
仕
上
が
り
を
競
っ
て
、
複
数

の
鉋
を
使
い
分
け
な
が
ら
熱
心
に
取

り
組
ん
だ
。

競
技
終
了
後
、
審
査
員
を
代
表
し

て
根
塚
理
事
か
ら
「
現
場
で
鉋
を
使

う
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
一
般
の
人
か
ら
見
る
と
大
工
は

鉋
や
ノ
ミ
が
使
え
る
も
の
と
い
う
強

い
固
定
観
念
が
あ
る
。
そ
ん
な
世
間

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
中
、
鉋
削
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
皆
さ
ん
に
敬
意

建
青
協
主
催

第
4
回
鉋
削
り

親
睦
会
を
開
催

―
島 

健
一
さ
ん（
中
田
支
部
）が

最
優
秀
賞
を
獲
得
―

本
山
・
興
福
寺
へ
。「
興

福
寺
と
い
え
ば
、
阿
修
羅

像
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い

有
名
で
、
国
宝
館
に
は
8

つ
の
神
（
八
部
衆
）
が
祀

ら
れ
て
お
り
、
中
で
も
阿

修
羅
像
は
と
り
わ
け
異
彩

を
放
っ
て
い
た
。
阿
修
羅

だ
け
に
怒
り
や
戦
い
の
表

情
を
連
想
す
る
が
、
実
物

は
何
か
も
の
悲
し
く
も
せ

つ
な
さ
を
感
じ
さ
せ
る
複

雑
な
表
情
で
、
そ
の
エ
レ

ガ
ン
ト
さ
に
魅
了
さ
れ
た
。

ガ
イ
ド
の
説
明
に
よ
る
と
、

阿
修
羅
像
見
学
の
拝
観
料

収
入
だ
け
で
修
復
工
事
や
新
国
宝
館

建
設
費
が
賄
え
る
ほ
ど
と
の
こ
と
で
、

人
気
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。
そ

の
後
、
春
日
大
社
を
参
拝
し
、
初
日

の
視
察
を
終
え
た
。

二
日
目
は
、
古
代
日
本
の
政
治
・

経
済
・
文
化
の
中
心
地
、
明
日
香
村

へ
。
わ
ず
か
4
㎞
四
方
の
中
に
約
500

も
の
遺
跡
が
あ
り
、
ど
こ
を
掘
っ
て

も
遺
跡
が
出
る
と
い
う
、
ま
さ
に
遺

跡
の
宝
庫
。
そ
の
た
め
開
発
は
厳
し

く
規
制
さ
れ

て
お
り
、
一

般
民
家
の
屋

根
・
外
壁
等

も
そ
の
対
象
と
さ
れ
、
昔
な
が
ら
の

風
情
と
景
観
を
保
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
じ
め
に
高
松
塚
古
墳
を
視

察
。
大
き
な
も
の
を
想
像
し
て
い
た

が
、
意
外
と
小
さ
く
丘
の
よ
う
な
古

墳
で
、
昭
和
47
年
に
女
子
群
像
が
描

か
れ
た
壁
画
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、

古
代
史
解
明
の
貴
重
な
文
化
財
と
し

て
注
目
を
浴
び
た
。
修
復
中
の
た
め

レ
プ
リ
カ
の
見
学
だ
っ
た
が
、
１
，

４
０
０
年
経
っ
て
も
色
鮮
や
か
な
壁

画
に
、
参
加
者
一
同
感
心
し
見
入
っ

て
い
た
。

次
に
、
蘇
我
馬
子
の
墓
と
伝
え
ら

れ
る
石
舞
台
古
墳
へ
。
想
像
以
上
の

ス
ケ
ー
ル
で
、
100
ト
ン
近
く
あ
る
巨

石
を
ど
の
よ
う
に
運
ん
で
組
み
立
て

た
の
か
、
古
代
人
の
知
恵
と
執
念
が

う
か
が
わ
れ
た
。
こ
の
後
、
日
本
最

古
の
寺
、
大
仏
が
あ
る
飛
鳥
寺
を
訪

問
し
、
ロ
マ
ン
溢
れ
る
2
日
間
の
視

察
を
終
え
た
。

法
被
作
成

～
法
被
が
織
り
な
す
団
結
力
～

あ
る
時
、「
立
山
町
に
は
大
工
さ

ん
は
何
人
く
ら
い
い
る
の
か
」
と
尋

ね
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
に
は
若
い
大

工
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
こ
で

も
っ
と
建
築
組
合
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
立
山
ま
つ
り
へ
の

参
加
を
決
め
ま
し
た
。

初
参
加
の
年
は
椅
子
を
作
り
ま
し

た
。
予
定
数
は
あ
っ
と
い
う
間
に
完

売
、
地
元
住
民
や
子
供
達
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
は
大
好
評
で
し
た
が
、

「
組
合
員
の
団
結
力
が
高
ま
る
よ
う

な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
あ
れ
ば
、
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と

考
え
、
法
被
制
作
に
取
り
か
か
り
ま

し
た
。

背
中
に
『
匠
』
の
文
字
を
入
れ
た

い
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
大
工
道
具

で
表
現
し
た
素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン

が
で
き
あ
が
り
、
加
え
て
ア
ク
セ
ン

ト
と
し
て
、
図
面
描
き
に
使
う
雲
型

定
規
の
曲
線
を
表
面
の
下
に
入
れ
ま

し
た
。
背
面
の
『
匠
』
の
職
人
ら
し

い
正
確
さ
と
、
表
面
の
雲
型
定
規
の

柔
ら
か
さ
が
話
題
と
な
り
、
ど
こ
に

も
な
い
ス
テ
キ
な
法
被
に
仕
上
が
っ

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
お
披
露
目

は
制
作
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
立
山

ま
つ
り
で
行
い
、
地
域
の
方
々
か
ら

の
評
判
も
よ
く
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

今
年
の
ま
つ
り
で
は
時
計
を
作
り

ま
し
た
。「
カ
ン
カ
ン
」
と
子
ど
も

を
払
い
た
い
。
た
だ
し
、
仕
上
が
り

は
ま
だ
ま
だ
一
人
前
に
は
程
遠
い
と

思
わ
れ
、
今
後
も
一
層
鍛
錬
し
腕
に

磨
き
を
か
け
、
再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
の
講
評
を

い
た
だ
い
た
。

●
競
技
結
果

最
優
秀
賞

　島

　
　健
一
（
中

　田
）

優
秀
賞

　
　高
道

　哲
士
（
大
沢
野
）

優
秀
賞

　
　田
中

　寛
則
（
戸

　出
）

立
山
支
部

た
ち
が
打
つ
金
槌
の
音
が
会
場
に
響

き
渡
り
、
行
き
交
う
人
々
が
足
を
止

め
て
私
達
の
活
動
と
法
被
に
注
目
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
翌
日
の

新
川
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
も

皆
で
着
用
し
て
応
援
し
、
団
結
力
を

発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
も
行
事
で
着
用
し
て
、
よ
り

一
層
団
結
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

皆
様
か
ら
親
し
ま
れ
る
建
築
組
合
に

な
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

立
山
支
部
長

　松
田
　健
治

平成29年（2017年）12月22日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第193号　　(2)

ホームページアドレス　http://www.kenchiku-toyama.com ／ Eメールアドレス　kenchiku-toyama@syd.odn.ne.jp



●
物
故
会
員
名

（
平
成
29
年
9
月
27
日
～
12
月
12
日
）

支

　部

氏

　名

年
齢

氷

見

山
下

　弘
惠

66
歳

富

山

数
土

　明
造

94
歳

呉

羽

三
井

　
　修

66
歳

大

山

宮
﨑

　賢
治

65
歳

新

湊

南
島

　和
夫

86
歳

上

　市

堀
田

　
　勉

68
歳

魚

　津

稗
畠

　孝
治

51
歳

新

　湊

中
田

　利
仲

93
歳

庄

　東

山
本

　秀
雄

70
歳

小
矢
部

上
山

　昭
美

66
歳

以
上
10
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

投
稿
記
事
を
大
募
集
！

親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り
を
目
指
し
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
記
事
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

写
真
（
ペ
ッ
ト
・
孫
・
風
景
・
作
品

な
ど
）、
趣
味
紹
介
、
地
域
自
慢

な
ど
何
で
も
Ｏ
Ｋ
。

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

後期高齢者支援金保険料について
後期高齢者医療制度は、75 歳以上の高齢者が加入する医療保険制度です。

都道府県ごとにすべての市町村が加入する「広域連合」が運営しており、一般
の医療保険制度からは独立しています。

75 歳以上を独立した医療保険制度にする仕組みは、高齢世代と現役世代の
負担を明確化することなどを目的に、平成 20 年4月に導入されました。

後期高齢者医療制度の財源構成は円グラフのと
おりで、患者負担を除く医療給付費の約4割を現役
世代からの後期高齢者支援金で支えています。高
齢化の進展に伴い、増え続ける高齢者の医療費を
社会全体で支えるという考え方から、こうした仕組
みになっています。

各医療保険者は、「一人当たり支援金×被保険者
数」 を円グラフにある「現役世代からの後期高齢
者支援金」として毎年、負担しなければなりません。

建設国保ではこの支援金を負担する目的で、保険料（後期高齢者支援金分）
を収めていただいていますが、後期高齢者の人数と医療費は毎年増え続けてお
り、それを支える「一人当たり支援金」も増え続けています（一人当たり支援
金の年額は、平成 20 年度は38,217 円でしたが、毎年増え続け平成 28 年度は
57,373 円）。

後期高齢者支援金分保険料を上回る額の国庫補助金も交付されてはいますが、
後期高齢者支援金分保険料収支はマイナスが続いています。当国保では、平
成 20 年4月にこの制度が始まって以来、後期高齢者支援金分保険料は据え置い
てきましたが、こうした現状を踏まえ、国保財政健全化に向けて、改定につい
て平成 28 年度から理事会において検討しています。

後期高齢者支援金分保険料収支
❶ ❷

被保険者数

（平均）

後期高齢者支援金分保険料
+

国庫補助金
（後期高齢者支援金分）

20年度 11,208人 437,053,703円

26年度 9,406人 431,179,087円

27年度 9,222人 442,499,142円

28年度 9,039人 432,124,515円

後期高齢者
医療給付費
14.8兆円

公費
50%
（7.5兆円）

後期高齢者保険料
10%（1.1兆円）

現役世代からの
後期高齢者支援金
40%（6.2兆円）

▲◀完成した作品

▲▲真剣に取り組む▲
参加者の皆さん

富山地協　岩瀬支部
針山 洋史

両
砺
波
地
協

　庄
東
支
部

前
田 

嘉
子

富
山
地
協
岩
瀬
支
部
の
針
山
で
す
。

今
年
度
か
ら
建
青
協
役
員
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
青
年
部
活
動

を
通
じ
て
少
し
ず
つ
で
す
が
顔
を
覚

今
年
の
夏
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
梅

雨
の
よ
う
な
日
が
続
き
、
9
月
に

入
っ
て
も
秋
晴
れ
が
少
な
い
日
々
で

し
た
。
研
修
会
当
日
の
9
月
12
・
13

日
も
あ
い
に
く
の
天
候
で
、
予
定
さ

れ
て
い
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
急

遽
中
止
、
砺
波
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
四
季

彩
館
で
の
研
修
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
久
々
に
汗
を
か
け
る
か
と
、
珍

し
く
雨
具
の
準
備
ま
で
し
た
の
に

…
…
と
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。

し
か
し
、
1
年
中
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
咲
く
世
界
唯
一
の
施
設
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
四
季
彩
館
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
館
内
に
入
っ
て

す
ぐ
の
『
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
パ
レ
ス
』

で
は
、
上
か
ら
下
ま
で
360
度
ぐ
る
り

と
囲
ん
だ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
可
愛
さ

に
ワ
ク
ワ
ク
し
、『
パ
レ
ッ
ト
ガ
ー

デ
ン
』
で
は
、
無
限
に
広
が
る
色
鮮

や
か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
ド
キ
ド
キ

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
土
の
中
に
埋

秋
季
研
修
会
に
参
加
し
て

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会

講
習
会
を
開
催

自
分
に
と
っ
て

行
事
参
加
と
は
？

え
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
他
の

建
青
協
役
員
の
方
々
や
支
部
長
の
方

と
の
交
流
も
増
え
ま
し
た
。
選
任
し

て
い
た
だ
い
た
時
は
不
安
で
し
た
が
、

地
元
支
部
の
皆
さ
ん
や
た
く
さ
ん
の

方
か
ら
の
助
け
も
あ
っ
て
、
何
と
か

役
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

私
が
大
工
見
習
い
と
な
り
建
築
組

合
員
に
な
っ
て
か
ら
十
年
以
上
経
ち

ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
何
も
分
か
ら

な
い
ま
ま
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
や
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
、
毎
年
恒
例
の

楽
し
い
行
事
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
私
が
支
部
の
青
年
部

長
と
な
り
活
動
運
営
に
携
わ
る
よ
う

に
な
る
に
つ
れ
、
組
合
員
減
少
な
ど

人
員
集
め
の
大
変
さ
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
仕
事
が

忙
し
い
時
や
行
事
が
重
な
る
時
な
ど

は
気
乗
り
し
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。

ま
る
球
根
が
持
つ
秘
密
や
歴
史
を
体

感
し
な
が
ら
説
明
を
聞
い
て
い
る
う

ち
に
、
日
々
忙
し
く
し
て
い
る
中
で

の
安
ら
ぎ
の
ひ
と
時
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宿
泊
先
の
『
庄
川
温
泉

ゆ
め
つ
づ
り
』
で
の
親
睦
会
へ
。
普

段
泊
ま
れ
な
い
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
贅

沢
な
館
内
を
満
喫
し
つ
つ
、
松
田
会

長
の
挨
拶
、
山
本
国
保
常
務
理
事
の

乾
杯
の
音
頭
で
宴
が
進
み
ま
し
た
。

お
い
し
い
料
理
と
飲
み
物
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
（
？
）
歌

声
の
カ
ラ
オ
ケ
と
楽
し
い
ダ
ン
ス
に
、

身
も
心
も
軽
や
か
に
し
て
1
日
目
を

終
え
ま
し
た
。

2
日
目
は
菓
子
処
御
菓
蔵
に
立
ち

寄
り
、
家
族
へ
の
お
土
産
を
た
っ
ぷ

り
と
購
入
、
日
常
の
疲
れ
を
癒
や
し
、

明
日
か
ら
の
現
実
に
向
か
っ
て
、
親

睦
を
一
層
深
め
た
研
修
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
元
気
に
仕
事
が

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
次
の
1

年
間
も
意
欲
を
も
っ
て
何
事
に
も
取

り
組
み
た
い
と
、
心
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の
活
動
に

も
ま
た
参
加
で
き
る
よ
う
、
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

11
月
20
日（
月
）、
大
沢
野
「
ゆ
ー

と
り
あ
越
中
」
に
お
い
て
「
葉
っ
ぱ

の
た
ね
」
代
表 
沖 
由
美
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講

習
参
加
者
は
36
名
で
、「
ア
ー
テ
ィ

フ
ィ
シ
ャ
ル
で
つ
く
る
玄
関
・
本
棚

に
置
け
る
花
飾
り
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
花
飾
り
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
「
正
月
用
の
飾
り

と
し
て
も
活
用
で
き
る
」
と
好
評
で
、

楽
し
み
な
が
ら
の
講
習
と
な
っ
た
。

講
習
終
了
後
は
、
忘
年
会
を
兼
ね

た
懇
親
会
を
行
い
、
閉
会
し
た
。

お 知 ら せ

・
厚
生
部
門
功
労
表
彰

今
井　

政
廣
氏
（
前
理
事
長
）

・
功
労
者
表
彰

山
本　

光
雄
氏
（
常
務
理
事
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

富
山
県
知
事
表
彰

富
山
県
国
保
団
体
連
合
会
表
彰

個人番号（マイナンバー）
◆▲マイナンバーを利用した情報連携が始まり、取得届や住所変
更届にマイナンバーを記入していただくことで、当国保組合が
住民票情報を市町村から直接取得します。それにより、皆様
に提出をお願いしていた住民票の添付を12月から省略可能
とします。（※外国人の方は住民票が必要です。）
なお、マイナンバーを記入されないときは当組合が住基ネット
や当組合資格システムから確認して使用します。
～届出にはマイナンバーの記入をお願いします！～

個人番号（マイナンバー）の利用目的
富山県建設国保組合が取得した個人番号は、番号法別表第1第30項に
定められた手続き「国民健康保険法による保険給付の支給または保険料
の徴収に関する事務」以外に使用することはありません。

みんなで考えよう エコハウスの未来　エコハウス推進シンポジウム
開催日時：平成30年1月16日（火）14:00～17:00（受付13：30～）
場　　所：富山県民会館▲3F▲304号室
定　　員：120名（先着順）※FAX（076-482-4448）にて事前申込みが必要
主　　催：富山県木造住宅生産体制強化推進協議会（事務局：富山県建築士会内）
後　　援：富山県・富山市
お問合せ：富山県木造住宅生産体制強化推進協議会　TEL076-482-4446

❸

支援金

（支払額）

461,202,756円

461,387,583円

487,499,284円

488,215,734円

❹ ❺ ❻

収入計－支援金

❷－❸

一人当たり
保険料不足額

（月額）
❹÷❶÷12

一人当たり
支援金賦課額

（年額）

－24,149,053円 －180円 38,217円

－30,208,496円 －268円 50,534円

－45,000,142円 －407円 53,057円

－56,091,219円 －517円 57,373円

参加
無料

家
族
と
過
ご
す
時
間
が
減
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
色
々
な
行
事

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
先
輩
方
や
仲

間
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
仕
事
に
対

す
る
意
識
、
ま
た
、
時
に
は
た
わ
い

も
な
い
世
間
話
を
し
て
笑
い
合
う
時

間
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
自
分
も
頑

張
ろ
う
と
思
え
ま
す
。

私
が
富
山
地
協
青
年
部
役
員
に
選

任
し
て
い
た
だ
い
た
時
、
先
輩
か
ら

「
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
役
員
に
な
り
人

前
に
出
て
話
す
こ
と
、
建
青
協
通
信

の
原
稿
を
書
く
こ
と
、
い
ず
れ
も
私

に
と
っ
て
は
苦
手
な
こ
と
で
す
が
、

少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
と
、
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
々
あ
り
頼
り
な
い
私
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
組
合

に
対
す
る
国

庫
補
助
の
現

行
水
準
確
保

を
求
め
た
ハ

ガ
キ
要
請
行

動
が
、
今
秋

も
全
国
で
一

斉
に
取
り
組
ま
れ
、
当
国
保
組
合
に

於
い
て
も
11
月
24
日
に
厚
労
省
と
財

務
省
に
向
け
て
、
組
合
員
一
人
2
枚

以
上
、
計
7
，９
３
６
枚
を
投
函
し

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

全
建
総
連
第
58
回
定
期
大
会
が
、

10
月
25
日（
水
）か
ら
3
日
間
の
日
程

で
、
札
幌
市
「
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー

ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
2

日
目
に
は
社
会
保
障
対
策
分
科
会
が

開
催
さ
れ
、
代
議
員
な
ど
県
連
・
組

合
199
名
が
参
加
し
、
松
尾
社
保
対
部

長
か
ら
の
議
案
提
案
が
あ
り
、
情

勢
・
運
動
方
針
に
つ
い
て
活
発
に
討

平
成
30
年
度
予
算
確
保

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

全
建
総
連
定
期
大
会

社
会
保
障
対
策
分
科
会

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
別
報
告
と

し
て
、
島
根
県
連
か
ら
「
特
定
健

診
・
保
健
指
導
の
取
り
組
み
」、
東

京
都
連
・
首
都
圏
建
設
産
業
ユ
ニ
オ

ン
か
ら
「
社
会
保
険
未
加
入
対
策
の

取
り
組
み
」

の
体
験
報
告

を
受
け
ま
し

た
。当

国
保
か

ら
は
、
山
本

常
務
理
事
、

吉
田
局
長
、

水
橋
が
参
加

し
ま
し
た
。
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優勝した八尾Ｂチーム

試合風景

開会式

▲▼プレーの様子

新川地協　黒部支部
炭田 健一

身
体
を
動
か
す
こ
と
と
健
康
の
関

連
性
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私

自
身
に
と
っ
て
は
ス
ポ
ー
ツ
で
身
体

を
動
か
す
と
体
調
が
良
く
な
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

も
と
も
と
身
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
の
で
、
現
在
の
仕
事
に

も
向
い
て
い
た
の
だ
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
20
代
の
頃
の
野
球
に
始
ま
り
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
40
代
後
半
ま
で

地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
汗
を
流
し

て
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
50
代

後
半
に
仕
事
上
で
の
ケ
ガ
に
よ
り
、

約
1
年
半
近
く
休
業
。
一
時
体
力
が

落
ち
て
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
日
々

が
続
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
た

り
、
リ
ハ
ビ
リ
通
院
を
し
な
が
ら
体

力
回
復
に
努
め
て
い
る
頃
、
同
じ
町

内
の
先
輩
か
ら
「
一
緒
に
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
を
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
誘
わ

れ
ま
し
た
。

最
初
は
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
も
兼

ね
て
足
腰
や
肩
を
鍛
え
る
と
い
う
軽

い
気
持
ち
で
始
め
て
み
ま
し
た
。
最

初
は
上
手
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

1
年
目
、
2
年
目
と
徐
々
に
上
達
し
、

当
初
、
週
に
1
度
だ
け
だ
っ
た
練
習

が
、
今
で
は
週
4
日
も
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
運
動
量
が
増
え
、
体

力
的
に
も
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

自
宅
近
く
の
「
中
ノ
口
緑
地
公

園
」
に
は
18
ホ
ー
ル
2
コ
ー
ス
を
備

え
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
、
毎

月
ク
ラ
ブ
の
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
コ
ー
ス
は
黒
部
川
沿
い
に
あ
り
、

山
に
も
近
く
、
空
気
が
き
れ
い
な
所

で
す
。
天
気
の
良
い
日
は
気
持
ち
よ

く
プ
レ
ー
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
温

泉
が
近
く
に
あ
る
の
で
、
最
近
は
遠

方
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
休
日
に
は
若
者
達
の
グ
ル
ー
プ

や
家
族
連
れ
も
見
ら
れ
、
手
軽
に
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
の
よ
う

で
す
。
他
に
も
老
人
会
や
町
内
会
、

ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
の
ミ
ニ
大
会
な
ど

も
開
催
し
て
お
り
、
地
域
の
方
々
の

交
流
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
以
外
で
は
、
健
康

の
た
め
に
タ
バ
コ
を
止
め
、
お
酒
も

少
し
控
え
め
に
な
り
ま
し
た
。
お
か

げ
で
今
年
の
健
康
診
断
は
中
性
脂
肪

を
始
め
そ
の
他
の
数
値
に
お
い
て
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
も
の
の
、
従
来

よ
り
改
善
し
ま
し
た
。
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
を
始
め
て
か
ら
は
体
調
が
良
く
な

り
、
食
事
も
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
体
力
が
続
く
限
り
、
心
と
体
の

健
康
の
た
め
に
、
楽
し
み
な
が
ら
長

く
続
け
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る

●今回のお父さん
富山地協　婦中支部　小澤 高夫さん

●タテのキー
①父母のその母
②ドラえもんや鉄腕アトムは未来型

○○○○
③上田秋成の怪奇小説「○○○

物語」。溝口健二が映画化
④eメール全盛の時代でも、年賀

状はこれに書かなきゃ
⑤大流行、自然の風景を生かした

イギリス風の庭造り
⑥名誉挽回してこれを返上する

●ヨコのキー
②山本有三の代表小説は「○○

○の石」
④「目には青葉　山ほととぎす　

○○○○○」
⑦フランス語でお菓子のことをいう
⑧食欲の季節。読書の季節。芸術

の季節。馬が肥える季節
⑨インテリア○○○○、グラフィック

○○○○、商業○○○○

●先回の解答　ササメユキ
●当選者　厳正な抽選の結果、次
の5名の方に決定しました。
〈当選者名〉（敬称略）
小林　裕一（魚津）
池田　祐亮（福光）
釈永あずさ（立山）
竹田　理恵（魚津）
五十里むつみ（富山）

●応募方法　Ａ～Ｅの文字を順番
に並べてできた言葉（解答）と住
所・支部名・氏名・年齢・電話番号
を記入の上、下記までお送りくださ
い。FAXでも受け付けます。５名様
（正解者多数の場合は抽選）に
1,000円分の図書券を進呈します。
解答と当選者は匠194号で発表し
ます。

ツリーのカタチで
クロスはいかが？

富
山
市
立
神
保
小
学
校
4
年

小こ

澤ざ
わ 

未み

歩ほ

さ
ん

富
山
市
立
神
保
小
学
校
2
年

小こ

澤ざ
わ 

拓た
く

弥や

さ
ん

富
山
市
立
神
保
保
育
園
年
少
組

小こ

澤ざ
わ 

穏し
ず

乃の

さ
ん

解答欄 A B C D E

健
康
一
番

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、

か
っ
こ
い
い
す
て
き
な
大
工
さ

ん
で
す
。
わ
た
し
は
お
父
さ
ん

が
大
す
き
で
す
。

　
　
　
　
　

お
父
さ
ん
と
す
ご
し
て
一
番

楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
長
野
県

に
あ
る
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
遊
ん

毎
日
で
す
。

ま
だ
や
っ
た
こ
と
が
な
い
方
、
一

度
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？　

体
に
良
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
よ
！

次
回
の
リ
レ
ー
随
筆
は
、
組
合
監

事
で
あ
る
富
山
地
協
・
水
橋
支
部
の

飯
田
政
浩
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

と
っ
て
も
す
て
き
な
だ
い
く

さ
ん
で
す
。
ぼ
く
は
夏
や
す

み
、
お
と
う
さ
ん
と
ち
ょ
き
ん

ば
こ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
お
と

う
さ
ん
は
い
つ
も
い
い
あ
い
で

あ
を
い
つ
も
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
お
か
げ
で
ち
ょ
き
ん
ば
こ

が
す
て
き
に
で
き
ま
し
た
。
ぼ

く
は
そ
ん
な
や
さ
し
い
お
と
う

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、

と
っ
て
も
か
っ
こ
い
い
す
て
き

な
お
父
さ
ん
で
す
。
わ
た
し
は

お
と
う
さ
ん
が
大
す
き
で
す
。

お
父
さ
ん
と
す
ご
し
て
一
番

楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
動
物
園

に
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
こ
と
で

す
。
ま
た
、
い
っ
し
ょ
に
行
き

た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
も
お
父
さ
ん
と
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
動
物
園
に

行
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

し
た
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　

だ
こ
と
、
木
で
貯
金
箱
を
作
っ

た
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　

長
野
県
に
あ
る
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
で
は
、
お
父
さ
ん
と
タ
ー
ザ

ン
ロ
ー
プ
を
し
た
こ
と
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
を
し
た
こ

と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た

行
っ
て
た
く
さ
ん
遊
び
た
い
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
で
貯
金
箱
を
作
っ
た
時

は
、
い
ろ
ん
な
道
具
で
ア
イ
デ

ア
を
言
い
な
が
ら
す
て
き
に

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
か
っ

こ
よ
く
て
、
や
さ
し
い
す
て
き

な
大
工
さ
ん
で
す
。
わ
た
し
は

お
父
さ
ん
が
大
す
き
で
す
♡

　

9
月
20
日（
水
）～
21
日（
木
）、
朝

日
町
あ
さ
ひ
ヒ
ス
イ
海
岸
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

バ
ー
デ
ン
明あ

け

日び

で
秋
季
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
39
名
が
参
加
し
た
。

好
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ
ー
が
あ
る
ご

と
に
場
内
に
歓
声
が
上
が
り
、
大
会

は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
参
加
者
は

秋
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

ビーチボール大会

建 青 協

八尾Ｂチームが3連覇!!

実施日：10月28日（土）
場　所：▲富山県総合体育センター▲

（中アリーナ）
参加者：14支部21チーム

〈成績〉 優勝　八尾Ｂチーム
 ２位　小矢部 B チーム
 ３位　上市チーム
 　　　砺波Ａチーム

〈成績〉
優勝　畠山 光夫（西高岡）55
２位　奥村 弘道（戸　出）57
３位　長田 武彦（入　善）58

シ
ニ
ア
の
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

＆
研
修
会

第
29
回

第27回

スコア

●応募締切日▲
2018年2月24日（土）消印有効

●送付先
　・〒939-8251　富山市西荒屋25-4▲
　富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係

　・FAX：076-428-8277

さ
ん
が
す
き
で
す
。
お
と
う
さ

ん
は
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
け
ど
、

い
い
お
と
う
さ
ん
で
す
。
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